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Ⅰ .はじめに

　分析対象資料は平壌石巌里 9 号墳から出土した

木漆器で、青銅製蓋弓帽 ( 本館 4766) など 12 件

12 点である。

　本稿は日帝強占期資料調査報告『平壌石巌里 9

号墳』報告書出版作業の一環として、石巌里 9 号

墳から出土した木漆器の製作技法および樹種を調

査したものである。漆器断面と樹種の分析は朴永

萬박
パク ヨンマン

영만 ( 国立中央博物館学芸研究士 ) 
1

、金泰河

김
キ ム  テ ハ

태하 ( 国立中央博物館公務職 1) が行い、分析に必

要な試片製作は朴鶴洙박
パク ハクス

학수 ( 国立中央博物館学芸

研究官 1) が主管して担当した。本館 4810 木片の

樹種分析は金庚洙김
キム キョンス

경수 ( 国立公州博物館学芸研究

士 1) が担当し、SEM-EDS 分析を通した漆層の顔料

成分の調査は魯禔玹노
ノ ジヒョン

지현 ( 国立中央博物館学芸研

究士 1) が担当した。

Ⅱ .分析方法と結果

1. 分析方法

　採取された資料はエポキシ樹脂で真空含浸して

実装し、ダイヤモンド懸濁液 (9, 6, 3, 1㎛ ) とシリ

カ懸濁液 (0.02㎛ ) で研磨した。研磨した資料は

漆層分析と樹種分析のために光学顕微鏡 (Optical 

microscope, Leica DMLP) で 微 細 組 織 を 観 察 し た。

本館 4810 木片の分析方法は、脆弱化した木片の

細胞固定のために FAA 溶液 (Formalin-Acetic acid-

Alcohol) で処理し、処理された試片をパラフィンに

包埋した後、マイクロトームを使用して試片を製作

した。試片はサフラニン tw1%(in Ethanol) 溶液で染

色して光学顕微鏡 (Optical microscope, Leica DMLP)

で解剖学的特徴を観察した。試片の採取が難しい一

部遺物の場合には、実体顕微鏡と X 線撮影機を使

用して組織の特徴を観察した。

1 所属と職位は刊行当時。
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2. 分析結果

　対象資料に対する分析結果は表 1 に簡単に整理

した。それぞれの分析結果に対する内容は個別に説

明する。

番号 所蔵品番号 所蔵品名称 分析内容 分析結果 本文図版番号
1 本館 4766 青銅製蓋弓帽 樹種 サクラ属 図版 63
2 本館 4778 金銅鐓 樹種 タケ 図版 68
3 本館 4779 青銅鐓 樹種 タケ 図版 70
4 本館 4780(M376) 鉄心木製棒 樹種 タケ 図版 67
5 本館 4781(M376) 鉄心木製棒 樹種 タケ 図版 67
6 本館 4796(K641) 漆盤 漆層 木心夾紵漆器 図版 24
7 本館 4798 漆盤 漆層 木心夾紵漆器 図版 25
8 本館 4799 金銅熊脚付漆床 ( 訳 1 樹種 コナラ属 図版 23
9 本館 4804 漆盤 漆層 木心夾紵漆器 図版 28

10 本館 4805 漆器片 漆層 図版 33
11 本館 4807 漆耳杯金銅金釦 漆層 木心夾紵漆器 図版 31
12 本館 4810 木棒片 樹種 イチイ 図版 86

合計 12 件 12 点

表 1　分析対象資料

1) 青銅製蓋弓帽 (本館 4766)

　青銅製蓋弓帽内部に差し込まれた木製傘骨の樹種

を調査した。調査した木材の解剖学的特徴は次の通

りである。導管の分布は散孔材で、導管の形態は孤

立しているか 2 ～ 3 個が放射方向に複合的になっ

ており、年輪内に均等に分布している。軸方向の柔

組織は散在状であり、穿孔板は単穿孔と確認された。

導管相互間壁孔は交互状で、放射方向の組織は単列

と複列で存在するが、大部分は 4 ～ 5 列の多列放

射組織であり、理性型と観察された ( 図 1)。このよ

うな特徴をみると、サクラ属 (Prunus sp.) であるこ

とが分かる。

2) 金銅鐓 ( 本館 4778)、青銅鐓 ( 本館 4779), 鉄心

木製棒 (本館 4780, 本館 4781)

　 金 銅 鐓 ( 本 館 4778) と 青 銅 鐓 ( 本 館 4779) に

詰まっていた木材と鉄心木製棒 ( 本館 4780, 本館

4781) の表面を包み込んでいた木材は全てマダケ属

(pbyllostachys sp.) の典型的な解剖学的特徴が観察さ

れた ( 図 2)。タケの解剖学的特徴は、基本組織であ

る柔組織の中に維管束が存在している点である。竹

種によっては柔組織と維管束の比率が変わるものの

確実ではなく、本稿では説明を省略する。中心柱は

基本組織である柔細胞中に並立維管束が不規則的に

散在している。

3) 漆盤 (本館 4796)

　漆盤 ( 本館 4796) は試片採取が難しく、X 線撮影
図 1　青銅製蓋弓帽内部木材の解剖学的特徴

(サクラ属 )

接線断面

放射断面

横断面
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1. 本館 4778 2. 本館 4779

3. 本館 4780 4. 本館 4781

図 2　金銅鐓、青銅鐓内部および鉄心木製棒表面木材の解剖学的特徴 (横断面 )

1.X 線撮影写真

3. 織物心露出写真

2.X 線撮影写真 (拡大 )

4. 織物心上に土粉層の写真
図 3　漆盤 (本館 4796)

X 線撮影透過ならびに実体顕微鏡調査
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と実体顕微鏡調査のみを実施した。X 線撮影調査の

結果、木材細胞 ( 広葉樹の導管 ) と推定される部分

を確認することができ、実体顕微鏡調査を通して織

物心と土粉層を観察することができた ( 図 3)。この

ような観察結果を総合すると、本館 4796 漆盤は木

材上に織物心を張り、土粉で布目を埋めた後に朱漆

を塗った木心夾紵漆器である。

4) 漆盤 (本館 4798)

　漆盤 ( 本館 4798) の漆片資料の漆層は、下部層、

中間層 ( 土粉層、漆層、土粉層 )、上部層に区分す

ることができる。下部層からは織物心が確認され、

織物層

土粉層

漆層
土粉層

上漆層 +顔料層

図 4　漆盤 (本館 4798)　顕微鏡調査 (反射光 ,偏光 )

5. 反射光 (漆層下部の写真 ) 6. 偏光 (漆層下部の写真 )

4. 偏光 (漆層上部の写真 )3. 反射光 (漆層上部の写真 )

1. 反射光 (全体の写真 ) 2. 層位模式図

中間層からは土粉層と土粉層の間に薄い漆層が確認

された。上部層は漆塗りで仕上げ、その上に赤色顔

料で文様を描いていることを確認した ( 図 4)。赤色

顔料の成分は SEM-EDS で調査し、水銀 (Hg) と硫

黄 (S) が検出されたことからみて、辰砂 (HgS) と推

定することができる。そして素地層の木心は観察さ

れなかったものの、木心と推定される。結果的に本

館 4798 漆盤は木心上に漆を塗って土粉 (1 ～ 2 回 )

で目を埋めた後に上塗りをし、朱漆 ( 辰砂 ) で文様

を描いた木心夾紵漆器であると推定することができ

る。
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土粉層

織物層

漆と土粉
混合

素地層 ( 木材 )

1. 反射光 (全体写真 )

3. 反射光 (土粉層拡大写真 )

2. 層位模式図

4. 偏光 (土粉層拡大写真 )

5. 反射光 (木心と織物層写真 )

6. 偏光 (木心と織物層写真 )

図 5　金銅熊脚付漆床 (本館 4799)　顕微鏡調査 (反射光 ,偏光 )

5) 金銅熊脚付漆床 ( 訳 1( 本館 4799)

　漆床表面を装飾する金属製縁金具内部の木質を調

査した。顕微鏡観察の結果、基盤素地となっている

木材は放射状の導管と広放射組織が観察されたこ

とからみてコナラ属 (Quercus sp.) と判断される ( 図

5-5)。また木心上に漆と土粉を混合して塗布した後

に織物心を張り、その上に再び土粉を塗ったことが

観察された。拡大観察した結果、土粉以外の有機物

質がどのような種類ののものであるかは分からな

かった。上部の漆層は残っておらず観察することは

できなかったが、全体的な層状構造からみて木心夾

紵漆器であることが分かる。

6) 漆盤 (本館 4804)

　実体顕微鏡観察の結果、素地に使用された木材と

木材上の織物を確認することができたが、種類は分

からなかった。試片には少量の漆層のみ観察するこ

とができた。漆層の大部分は土粉で構成されており、

最後の上塗漆は朱漆を施している。土粉の漆は最少

でも 6 層以上あり、上部に行くほどますます粒子

が微小になることを確認することができる ( 図 6)。

土粉漆を繰り返す過程で上塗り漆のための土粉の精

製がなされていたことが観察された。結果的に本館

4804 漆盤は木材上に織物を張り、繰り返し土粉漆

を塗った後に上に朱漆を施した木心夾紵漆器である

ことが分かった。

7) 漆耳杯金銅釦 (本館 4807)

　漆耳杯金銅釦については、背面に残っている漆耳

杯の耳部から肉眼で素地に使用された木材と木材上

の織物を確認することができた ( 図 7)。しかし織

物の種類は確認することができなかった。試片か

らは少量の漆層のみ観察することができた。漆層
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1. 反射光 (漆層写真 ) 2. 偏光 (漆層写真 )

土粉層 6+ 朱漆

土粉層 5

土粉層 4

土粉層 3

土粉層 2

土粉層 1

3. 偏光 (漆層拡大写真 )

図 6　漆盤 (本館 4804)
顕微鏡調査 (反射光 ,偏光 )

上漆と朱漆層

土粉層

漆と土粉
混合層

1. 反射光 (漆層写真 )

2. 偏光 (漆層写真 )

4. 層位模式図

3. 層位模式図

図 7　漆耳杯装飾金銅金釦の裏面詳細
(本館 4807)

図 6　漆耳杯装飾金銅金釦 (本館 4807)　耳部裏面の漆層
顕微鏡調査 (反射光 ,偏光 )

は大部分が土粉で構成されており、土

粉上に漆を塗って最後に朱漆を施して

いる ( 図 8)。土粉層は観察された結果

のみについて見た場合、最低でも 2 層

以上で、大粒の粒子の上に細かな粒子
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を塗っている。大粒の顔料の成分を SEM-EDS で調

査した結果、水銀 (Hg) と硫黄 (S) を検出したこと

からみて水銀朱 (HgS) と推定される。結果的に本館

4807 漆耳杯もまた木材上に織物を被せ、土粉を反

復した後、上部に朱漆を施した木心夾紵漆器である

ことが分かった。

8) 木棒片 (本館 4810)

　横断面からは垂直樹脂溝と軸方向柔細胞が観察さ

れず、年輪の境界が緩やかである。放射断面の分野

壁孔はヒノキ型で、仮導管壁からは不規則的な螺旋

肥厚が明らかに観察された ( 図 9)。このような特徴

1. 横断面

2. 放射断面

3. 接線断面

図 9　木棒片の解剖学的特徴 (イチイ )

によって、イチイ科のイチイ (Taxus cuspidata S. et Z.)

と識別することができる。

訳註：

訳 1) 床とあるが、食器などを載せて置いた飲食の場に

置かれたものと考えられる。方形の盤。
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